
近代 第 15 章　恐慌と第二次世界大戦　3. 第二次世界大戦　（1）戦時統制と生活
　戦況悪化の下で、軍需利

用のために社寺の梵
ぼん

鐘
しょう

・金
属回収が行われていたこと
はよく知られている。
　この資料は、1942（昭和
17）年時点での県下寺院の
梵鐘供出の状況を伝える、
大
たいせいよくさんかい

政翼賛会鳥取県支部が発
行した『翼

よくさん

賛因
いんぱく

伯』の記事で
ある。
　この記事では、まず国家
の方策にいち早く応じ、梵
鐘供出に協力的だった寺
院・個人を褒

ほ

めている。近
代において村のすみずみまで整備されていく国家による「褒めるシス
テム」の機能を戦争協力体制構築に発揮させ、この「善

ぜんこう

行」を模範的行
為と位置づけようする支部組織の意図を読みとることができる。
　他方で、鳥取市内にはこれに泥

なず

まず梵鐘の供出に抵抗する寺院も
あった。これら組織運動に同調しないもの対しては、日本皇国民と
して「常

じょう

軌
き

を逸
いっ

す」る少数者の異端行為と断じ、地域や村社会で「圧力」
を醸成しこれを押し潰していこうとする様子がみてとれる。

（担当：前田孝行）

鳥取県下の梵
ぼん

鐘
しょう

供
きょうしゅつ

出

・大政翼賛会鳥取県支部『翼賛因伯』（1941年）
・岸本覚『鳥取県氏ブックレット 11　褒められた人びと－表彰・栄典からみた鳥取－』
（2013年）
・鳥取県政 100 年記念『目でみるとっとり百年』（1981年）

『翼賛因伯』57号　昭和17年
12月20日（個人蔵）★

（
前
略
）
昨
年
来
の
梵
鐘
供
出
状
況
を
検
す
る
に
、
昨
年
本

運
動
が
開
始
さ
る
ヽ
や
真
先
に
申
込
を
な
し
、
供
出
陣
の

一
番
乗
り
の
名
誉
を
博
し
た
の
は
気
高
郡
湖
山
村
金
龍
寺

で
あ
つ
た
。
ま
た
、
境
町
の
光
祐
寺
住
職
菅
原
眞
哲
氏
は

（
中
略
）
正
に
県
下
寺
院
の
供
出
挺
身
隊
□
両
勇
士
と
い
ふ

も
の
で
あ
る
。（
中
略
）

常
軌
を
逸
す
な

　
鳥
取
市
内
の
未
完
了
三
ツ
と
い
ふ
の
は
（
中
略
）
今
や

国
は
焦し

ょ
う

眉び

の
急
に
迫
ら
れ
あ
ら
ゆ
る
角
度
を
超
越
し
て
緊

要
や
む
な
き
要
請
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
区
々

た
る
感
情
・
利
害
に
拘こ

う
で
い泥

し
、
又
は
理
論
・
遊
戯
を
繰
り

広
げ
て
ゐ
る
時
で
な
い
。
日
本
皇
国
民
た
る
の
自
覚
を
以

て
速
に
国
家
の
要
望
に
応こ

た

へ
ら
れ
た
い
。

★の写真は教育活動以外での無断利用や転載を禁止します。

梵鐘の供出（昭和 17 年　国府町）
（鳥取県政 100年記念

『目でみるとっとり百年』より引用）
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